
はじめに

癌のリスクファクターは，宿主要因，前癌病変（また

は疾患），環境要因に大別されるが，予防の観点からみ

た場合，是正可能な因子(modifiable factors)である環

境要因が最も重要であると考えられる．そこで，ここで

は環境要因に限って述べることにする.

１．食事

　食事と癌との関連に関する疫学研究を網羅した最近の

総説によると，胃癌の危険因子として確定的（convinc-

ing)なものはなく，食塩および塩蔵が有望(probable)と

されている1)．以下，栄養素・食品の区別なく，関連の

確かさの順に列記すると，可能性がある(possible)もの

として，グリルした肉・魚が挙げられ，関連が示唆され

ているもののまだ不十分(insufficient)なものとして保

存肉とN‐ニトロソアミンが挙げられている．一方，抑

制的に働くものとしては，野莱，果物，食品の冷蔵が

convincing に，ビタミンＣが probable に，カロチノイ

ド，アリウム化合物（たまねぎ，にんにくなどに含まれ

る），未精製穀物や緑茶がpossibleに，食物繊維，セレ

ン，にんにくが insufficient にランクされている(表1).

　危険因子として最も確実視されている食塩摂取量は，

胃癌死亡率を集団間で比較した研究でも正の相関を得た

ものが少なくない．胃癌死亡率の減少が食塩摂取量の減

少とほぼ平行して生じたとみられることもこの関連を示

唆している．しかし個人を単位としたケース・コントロ

ール研究やコホート研究では総食塩摂取量よりも干物や

漬け物の摂食頻度，食卓塩の使用頻度との関連を認めた

ものが多い．これらの結果は高濃度塩分が胃粘膜壁を刺

激することによってリスクの上昇をもたらす可能性があ

るとする考えに符合するが，食塩摂取量を定量的に把握

することが困難であるという研究手法上の問題もあり，

総食塩摂取量と高塩分食品のいずれがより強く胃癌に関

連しているのかはいまだ明らかでない．飲料水，野莱，

加工肉に合まれる硝酸塩は口腔内・胃内バクテリアの働

きによって亜硝酸塩になり，さらに食品中の蛋白質など

と反応して発癌物質であるＮ‐ニトロソアミンを生成す

る．加工肉と胃癌との関連を示唆する研究は存在するが,

硝酸塩の摂取源のなかでも野菜は疫学研究の結果では最

も確実な抑制因子の一つである．野菜や果物には，ビタ

ミンＣやカロチンなど胃癌以外にも抑制的に働く可能性

が示唆されている抗酸化物質が含まれている．さらにビ

タミンＣは，Ｎ‐ニトロソアミンの生成を抑制すること

によって胃癌に対して抑制的に働く可能性も示唆されて

いる．ビタミンＣは果物(特に柑橘類)と緑色野菜に豊富
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に含まれるが，後者では加熱や水さらしなどの調理によ

って破壊・流失しやすいため，野菜全体よりも果物（特

に柑橘類）と生野菜でリスクの減少が著しいことがいく

つかの疫学研究で認められている．集団特性や研究手法

がそれぞれ異なるために結果は必ずしも一致を見ないが,

摂取量が増すほど危険度が減少する量・反応関係も多く

の研究で観察されている．果物摂取量(または摂取頻度)

と胃癌発症との関連を検討した最近10年間に発表された

疫学研究の結果を図１に示す．野菜，特に緑黄色野菜に

豊富に含まれるカロチン(ビタミンＡ前駆体)も胃癌の抑

制因子である可能性が高いと考えられている．すると，

サプリメントの形でこれらを補給することでリスクを下

げ得る可能性が考えられるが，それを示唆する結果は今

のところ得られていない3)．中国で行われた多種類のビ

タミン・サプリメントを用いた大規模介入研究では，ベ

ー夕・カロチン，セレン，ビタミンＥを服用した群で死

亡率の低下が観察されたが，ビタミンＣやその他の複合

剤を服用した群では統計学的な胃癌リスクの増減は観察

されなかった．

　アルコールは多くの研究で関連が認められていないが,

リスクとなる可能性を示唆する結果を得たものもある．

その他，明確な関連が示唆されていないものとして，コ

ーヒー，紅茶，砂糖，ビタミンＥなどがある．緑茶がリ

スクを下げる方向に働く可能性を示唆する結果も得られ

ているが，例えば緑茶を飲むという食習慣に関連する他

の生活習慣が胃癌に関連している可能性も否定できず，

より詳細な検討が待たれる．冷蔵庫の使用は強い抑制因

子であり，先進諸国における胃癌死亡率の減少が冷蔵庫

の普及と時期を同じくして生じたこともその関連を示唆

している．食物を冷蔵保存することで塩蔵する必要が減

じ，野菜や果物を新鮮なまま保存することも可能となっ

た．食物の冷蔵はそれ自体が抑制因子というよりも上記

の食習慣を導入するための一助になったと解釈するのが

適当であろう．

２．喫煙

喫煙と胃癌の関連はいまだに一定の見解には達してい

表1 胃癌の食事因子：疫学研究をレ
　ビューした結果

注意：関連する因子は集団特性に依存するた

　　め，ここに挙げられている因子が日本

　　人で関連するという保証は必ずしもな

　　い．　     （文献１より改変，引用）

抑制因子 関連なし 危険因子

確定的

（convincing）

有望

（probable）

可能性あり

（possible）

知見はあるが不十分

（insufficient）

野莱，果物，

食物の冷蔵

ビタミンＣ

カロチノイド，
アリウム化合物，
未精製穀物，
緑茶

食物繊維，
セレン，
にんにく

アルコール，
コーヒー，
紅茶，
硝酸塩

砂糖，
ビタミンE，
レチノール

食塩，
塩蔵

糖質，
グリルした肉・魚

加工肉，
Ｎ‐ニトロソアミン



図１　過去10年間の疫学研究による胃癌発症と果物・柑橘類摂取量の関連

摂取量が最低のカテゴリーに対する各摂取量カテゴリーの相対危険度．

Ａ：ケース・コントロール研究，Ｂ：コホート研究

摂取量でなく摂取頻度が調査された場合は，１回あたりの摂取量を100gとして摂取量を推定した．
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ないが，最近の追跡研究はリスクの上昇を認めたものが

多い．しかし，非喫煙者に比べた喫煙者のリスクは２倍

未満であることが多く，喫煙者は喫煙以外の生活習慣が

非喫煙者と異なる点が多いため，喫煙が直接にリスクの

上昇に関係しているのか否かはさらなる検討が必要であ

る4)5)．

３．ヘリコバクター・ピロリ（H.pylori）感染

胃癌とH.pylori感染との関連は近年注目されており,

現在まで数多くの疫学研究が胃癌との関連を認めている．

その一方で，日本人成人では感染率が40～60％と高いこ

と，感染率に性差が認められないこと（胃癌発症率には

性差が存在する）の理由により，何らかの関連を有して

いるとしてもそれだけでは発症には不十分なのではない

か，とする考え方も残されている4)5)．

４．胃癌予防の観点から見た危険因子の

　　考え方

　予防には，高危険度群を対象とした方策（high-risk

strategy）と集団全体を対象とした方策（population

strategy）がある．胃癌の場合，前者の対象となるよう

な高いリスクを有する環境要因の存在があまり認められ

ないことは，わが国の胃癌死亡率の高さを考慮した場合,

後者の方策が重要であることを示唆している．一方，国

民栄養調査によると食塩摂取量は昭和63年以来減少から

増加に転じており，若年層の野菜・果物摂取量は中高年

層よりも少なくなっている6)．このような現状を鑑み，

より具体的な予防対策を講じるために日本人を対象とし

た研究が急務であると考えられる．
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